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                 Ⅰ．目的 

 燃料用エタノール産業の副産物として考えられていたＤＤＧＳ（Corn Distillers Drie

d Grains with Solubles ）は、家畜の飼料原料として用いられてきた経緯がある。しかし、

最近では副産物としてではなく飼料として着目され一定の品質管理の下に家畜の飼料とし

て生産されるようになっている。さらに、含有タンパク濃度が高いなどの飼料成分特性や

発酵生成物を多く含有することから、家畜への給与現場で新規飼料として注目されている。 

 わが国においてもこれまで限定的に使用されてきたが、急速に使用量が拡大する傾向に

あり特に２００７年から２００８年にかけては、その輸入量が約２倍になっている。しか

しながら、ＤＤＧＳの飼料特性について、給与試験から得られた情報は少ない。とくに、

泌乳牛への給与例は少ないため、国内において乳牛および生乳に対する影響評価について

の情報は乏しく、充分にＤＤＧＳが活用されるにいたっていない。そこで、本試験では、

泌乳牛に対してＤＤＧＳを混合したＴＭＲを給与し、特に夏季高温環境下における嗜好性

を含めた乾物摂取量および血液性状、泌乳成績と脂肪酸組成に対する影響について検討し

た。 

 

Ⅱ．材料及び方法 

１． 試験実施場所 

九州沖縄農業研究センター（熊本県合志市）内試験乳牛舎 

２． 試験担当者 

九州沖縄農業研究センター 暖地温暖化研究チーム長 田中正仁 

３． 試験期間 



２００８年７月１日から２００８年８月２７日 

うち、ＤＤＧＳ給与期間：２００８年７月１４日から２００８年８月１３日 

４． 供試動物 

ホルスタイン種（年齢、産次、分娩後日数は試験区で 4.3±1.6、2.3±1.2、128±19.

1、対照区で 4.2±1.5、1.7±0.6、117.3±38.2）を各区３頭ずつ供試した。 

５． 供試飼料 

① 供試ＤＤＧＳ 

アメリカ合衆国ポエット社産のダコタゴールド（商品名）を使用した。ポエット社提

供の飼料成分を表１に示した。 

 

      表１．ＤＤＧＳ（ダコタゴールド）の飼料成分値 

乾物率 90.3
粗蛋白質率 29.8
粗脂肪率 11.5
粗繊維率 6.9
ＡＤＦ％ 9.0
ＮＤＦ％ 26.5
Ａｓｈ％ 5.0

% www.dakotagold.comより  

   

② 基礎飼料 

試験飼料の給与前後は、当センター産のとうもろこしサイレージとイタリアンライ

グラスサイレージ、加熱圧片トウモロコシ、脱脂大豆粕フレーク等を用い、約ＴＤ

Ｎ=70.0、ＣＰ=13.7、ＮＤＦ=35.0、ＡＤＦ=21.0%に設計したＴＭＲを飽食とした。 

③ 試験飼料 

可消化養分総量（ＴＤＮ）と粗タンパク質（ＣＰ）が同等となるように試験飼料を

表２のとおり調製し、給与した。 

また、鉱塩は自由摂取とした。 

 

 

 

 



        表２．試験飼料の配合と飼料成分設定値 

ＤＤＧＳ区 対照区
コーンサイレージ 35.0 35.0
イタリアンライグラスサイレージ 17.0 17.0
ＤＤＧＳ 20.0     -
圧片コーン 18.0 20.0
脱脂大豆粕 5.0 18.0
配合 3.0 8.5
ＤＭ 49.0 48.9
ＴＤＮ 72.2 72.3
ＣＰ 14.4 14.5
ＮＤＦ 37.0 34.0

ＡＤＦ 20.0 19.9

乾物比

 

 

６． 試験設計 

試験牛及び対照牛は、期間中同一条件で飼養し、図１の通りの処理及び採材を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

           

図１．ＤＤＧＳ給与試験の概要 

   

７． 飼養管理 

① 飼育牛舎 

７月１日から７月１３日まで、および８月１５日から８月２７日までは、日中は、

牛舎内に繋ぎ飼いとし、細霧・送風および屋根に散水を行った。夜間はﾊﾟﾄﾞｯｸに放

飼とした。 

７月１３日から８月１４日までは屋根材にスレートを使用したスタンチョン式繋

ぎ牛舎に終日繋ぎ飼いとした。 

日中は、細霧・送風および牛舎屋根に散水を行った。夜間は送風のみを行った。

牛舎内の温度・湿度は図２および表３の通りである。搾乳は８：３０と１８：００
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の２回搾乳とした。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．試験期間中の牛舎内温湿度の変化 

 

表３．試験期間中の温湿度

日平均気温 日平均湿度 最高気温 最低気温 最高湿度 最低湿度

給与開始前(7/1-7/13) 27.5 75.7 31.9 23.6 90.3 59.1

給与期間(7/14-8/13) 29.1 75.1 33.7 25.4 89.9 57.1

給与後(8/14-8/27) 26.5 80.4 30.8 23.0 93.2 63.8  

 

② 給餌 

７月１日から７月１３日まで、および８月１５日から８月２７日までは基礎飼料を

９：００と１８：００に給与し、飽食とした。 

７月１３日から８月１４日までは、試験飼料を９：００，１５：００，１８：００

に給与し、飽食とした。 

③ 給水 

市販のウォーターカップによる水道浄水の自由飲水とした。 

 

８． 測定項目と分析方法 

① 飼料の成分分析 

供試したＤＤＧＳの乾物率、粗灰分および粗脂肪について定法に従って分析した。 
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②試験牛舎内の温湿度および直腸温度の測定 

 ３０分おきに自動測定できるデータロガーを設置し期間を通して連続的に測定した。ま

た、各個体の直腸温度は、試験期間中毎日、朝搾乳直後に動物用体温計を直腸に挿入して

測定した。 

③飼料摂取量の測定 

 試験飼料給与開始後１３日目から１７日目までと２７日目から３１日目までの各５日間

について午前９時から翌時の午前８時半までのＴＭＲ飼料摂取量および乾物摂取量を測定

した。 

④体重測定 

 試験飼料給与開始直前、給与開始後１７日目、３１日目および給与終了後１４日目の体

重を朝搾乳後に測定した。 

⑤乳量・乳成分の測定 

 泌乳量は試験期間中毎朝夕搾乳ごとにミルクメーターによって計測した。乳成分は試験

飼料給与開始直前、給与開始後１７日目、３１日目および給与終了後１４日目の生乳１日

分について、乳脂肪、乳タンパク質、乳糖率および乳中尿素態窒素（ＭＵＮ）濃度と体細

胞数を測定した。また、試験飼料給与開始３０日目の対照区とＤＤＧＳ区の生乳について

乳中脂肪酸組成を分析した。 

⑥血液成分の測定 

 試験飼料給与開始直前、給与開始後１７日目、３１日目および給与終了後１４日目の朝

搾乳後頸静脈から採血し、すみやかに血球成分（赤血球数、白血球数、血色素濃度、ヘマ

トクリット値）を測定した後、血漿を分離し直ちに、タンパク質濃度、アルブミン濃度、

スルフヒドリル（ＳＨ）基濃度、チオバルビツール反応物（ＴＢＡＲＳ）濃度、ビタミン

Ｃ濃度、γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（ＧＧＴ）活性、アスパラギン酸アミノト

ランスフェラーゼ（ＧＯＴ）活性、グルコース（ＧＬＵ）濃度、血漿中尿素態窒素（ＢＵ

Ｎ）濃度、カルシウム（Ｃａ）濃度とリン（Ｐ）濃度を測定した。 

 

９． 統計処理 

 試験飼料給与前と給与後１７日目や３１日目、および給与終了後１４日目の各数値、Ｄ

ＤＧＳ区と対照区の間および試験飼料給与開始前との間で student’s t-test を行い、p<

0.05 をもって統計的有意差有りとした。 

 

 

 



Ⅲ 結果及び考察 

 

１． 体重と直腸温度 

 供試牛の体重は、試験開始前においてＤＤＧＳ区と対照区に差は認められず、その後も

期間中に両区で有意な差は認められなかった。また、各区で期間中において平均値として

は変動があったものの有意な差はなく推移した（表４）。 

 

              表４．試験供試牛の体重変動 

DDGS区 対照区

622.8±116.6 621.0±99.6

618.8±101.4 614.6±97.2

635.0±102.9 622.1±100.9

643.5±128.7 632.8±101.1

給与前

給与後１７日目

給与後３１日目

給与終了後１４日目  

                                各３頭 

 

期間中の環境温度は、泌乳牛の泌乳成績に影響を及ぼす日平均気温２３℃を越えており、

特に試験飼料給与期間においては 29.1℃であった。これに伴い、供試牛の直腸温度は平熱

である 38.3-38.5℃を上回って推移した（表５）。ＤＤＧＳ区では直腸温度の平均値にお

いて対照区よりも低く推移したが両区間に統計的有意差は認められなかった。ＤＤＧＳを

乾物で 20%含むＴＭＲ給与の約１ヶ月間の給与において夏季高温環境下の泌乳牛の体重や

直腸温度に影響を及ぼさないと考えられる。 

 

 

 

 

 



              表５．試験供試牛の直腸温度の変動 

ＤＤＧＳ 区 対照区

給与開始前( 7/1-7/13) 39.0±0.44 39.2±0.52

給与後1-17日目まで 38.8±0.36 39.2±0.56

給与後18-31日目まで 38.8±0.38 39.1±0.56

給与後( 8/14-8/27) 38.6±0.50 39.0±0.53
 

                              各３頭 

 

２． 飼料摂取量 

使用したＤＤＧＳの乾物率は 90.0％、乾物あたりの粗脂肪率は 10.8%、粗灰分は 5.

0%であり、表１に示した製造元の分析値とほぼ一致していた。 

試験飼料給与期間中の両区の乾物摂取量は表６の通りであり、統計的な有意差は認

められなかった。すなわち、ＤＤＧＳを混合したＴＭＲの嗜好性は、対照区のそれと

ほぼ同等と考えることができる。 

  

表６．乾物摂取量に及ぼすＤＤＧＳ－ＴＭＲの影響 

１３－１７日目 ２７－３１日目

ＤＤＧＳ区 23.5±2.2 23.7±2.3

対照区 22.2±1.9 21.9±3.2  

                                               N=3 kg/day 

３． 血液成分 

白血球数は試験開始時よりＤＤＧＳ区が高い傾向にあり、期間を通してこの傾向は

続いたが、有意な差は認められなかった。また、試験飼料給与後３１日目のＤＤＧＳ

区で白血球数が多くなったが有意な変化ではなかった。赤血球数は対照区において給



与前と比較して、給与終了後に有意に高くなったが、その間も含めて一貫した変動は

示さなかった。全期間を通してＤＤＧＳ区と対照区に差は見られなかった。ヘモグロ

ビン濃度は終始ＤＤＧＳ区で高い傾向にあり、試験飼料給与後１７日目には対照区と

比較して有意に高かった。また、全体的に期間の経過とともに高くなる傾向が見られ

た。ヘマトクリット値には期間を通して両区に顕著な変動は見られなかった（表７）。

試験期間中の全体的変化から見て、高温環境下においてＤＤＧＳを含むＴＭＲの泌乳

牛への給与は血球成分及びヘモグロビン濃度やヘマトクリット値にはほとんど影響を

及ぼさないことが示唆された。 

 

        表７．血球成分等に及ぼすＤＤＧＳ給与の影響 

白血球数 赤血球数 ヘモグロビン ヘマト ク リ ッ ト

( 102/ml ) ( 10４ /ml ) ( g/dl ) ( %)
給与前

ＤＤＧＳ 区 108. 3±25. 7 550. 7±75. 3 8. 5±0. 1 25. 9±1. 2

対照区 94. 3±35. 7 518. 7±25. 0 8. 1±0. 6 24. 5±1. 7

給与１ ７ 日目
ＤＤＧＳ 区 107. 3±28. 2 560. 3±67. 6 8. 8±0. 2 26. 3±0. 9

対照区 89. 0±28. 5 540. 7±36. 2 8. 1±0. 5# 25. 0±2. 2

給与３ １ 日目

ＤＤＧＳ 区 146. 0±36. 4 585. 7±52. 3 9. 2±0. 2 27. 6±0. 1

対照区 84. 7±39. 9 553. 7±63. 4 8. 3±1. 1 25. 2±3. 7
給与後１ ４ 日目

ＤＤＧＳ 区 120. 0±45. 1 587. 0±61. 7 9. 1±0. 4* 27. 9±1. 3

対照区 96. 7±37. 8 600. 3±42. 1* 8. 8±1. 0 27. 4±0. 4

*:給与前との差　#：区間差,p<0.05  

ＧＧＴ活性は当初より対照区で有意に高く、期間中概ねこの傾向が続いた。また、ＧＯ

Ｔ活性は、当初よりＤＤＧＳ区で高くこの傾向は一貫していた。しかし、両酵素活性とも

標準値を大きく逸脱する値ではなく、ＤＤＧＳ給与の影響については明らかではなかった

（表８）。血漿ＧＬＵ濃度は大きな変動を示さなかったが、平均値において対照区とＤＤ

ＧＳ区の差は、給与前が 1.3mg/dl、給与１７日目が 2.0、給与３１日目が 6.7 と拡大する

傾向にあり、給与後１４日目では 5.6mg/dl であった。このことは、乳牛の栄養状態と関係



があるかもしれない。また、ＢＵＮについては、給与１７日目のＤＤＧＳ区で有意に高か

ったものの両区の間で顕著な差は見られなかった。期間を通して血漿中Ｃａは減少傾向に

あり、Ｐ濃度は増加傾向にあったが両区の間で差は見られなかった（表８）。表８に示し

た項目についてＤＤＧＳ給与による統計処理上の顕著な影響は認められなかった。 

 

表８．血漿成分に及ぼすＤＤＧＳ給与の影響－（１） 

ＧＧ Ｔ ＧＯＴ Ｇ Ｌ Ｕ Ｂ ＵＮ Ｃ ａ Ｐ
( u/L) ( u/L) ( mg/dl ) ( mg/L) ( mg/dl ) ( mg/dM)

給与前
ＤＤＧＳ 区 34. 3±5. 9 72. 3±12. 1 69. 7±7. 5 12. 2±3. 9 12. 7±0. 6 3. 9±1. 7

対照区 46. 7±0. 6# 59. 0±6. 2# 68. 3±1. 5 9. 6±1. 0 12. 5±0. 5 3. 8±0. 3

給与１ 7日目
ＤＤＧＳ 区 37. 0±5. 2 78. 3±15. 3 70. 3±5. 1 10. 9±0. 9 12. 4±0. 4 5. 0±1. 8

対照区 47. 0±1. 7# 57. 3±2. 3# 68. 3±2. 9 8. 8±0. 2# 12. 3±0. 4 4. 7±1. 2

給与３ １ 日目
ＤＤＧＳ 区 38. 3±7. 8 75. 3±21. 4 76. 7±8. 6 10. 8±1. 7 12. 3±0. 8 4. 8±1. 1

対照区 43. 7±6. 1 60. 7±4. 0 70. 0±4. 0 9. 7±0. 9 11. 5±0. 9* 4. 6±0. 7
給与後１ ４ 日目

ＤＤＧＳ 区 32. 7±2. 5 73. 5±13. 1 68. 3±2. 5 8. 0±1. 6* 11. 5±0. 3* 4. 7±0. 4

対照区 45. 3±2. 5# 60. 7±4. 9 62. 7±3. 8# 9. 1±0. 7 11. 7±0. 4* 5. 1±1. 6

*:給与前との差　#：区間差,p<0.05  

 

血漿タンパク質濃度は、経過とともに給与前と比較して両区で増加していった。しかし、

アルブミン濃度は、給与前では両区で差が認められなかったが、給与後はＤＤＧＳ区のみ

で給与前と比較して高く推移し、給与後も対照区と比較して高かった（表９）。     

 

 

 

 

 

 

 

 



表９．血漿成分に及ぼすＤＤＧＳ給与の影響－（２） 

タンパク 質 アルブミ ン Ｓ Ｈ基 ビタ ミ ンＣ Ｔ Ｂ Ａ Ｒ Ｓ
( mg/ml ) ( mg/ml ) ( mM) ( mg/L) ( nM)

給与前
ＤＤＧＳ 区 80. 6±3. 1 29. 8±0. 4 411. 2±9. 7 5. 0±1. 5 60. 7±10. 9

対照区 81. 1±2. 7 29. 6±1. 3 409. 2±22. 0 4. 5±1. 4 50. 9±8. 1

給与１ ７ 日目
ＤＤＧＳ 区 85. 2±3. 9 32. 5±1. 4* 446. 8±19. 8* 4. 9±1. 2 57. 2±6. 2

対照区 84. 6±0. 5* 29. 6±3. 8 427. 7±31. 6 4. 5±1. 0 72. 6±8. 5#

給与３ １ 日目
ＤＤＧＳ 区 88. 3±4. 3* 33. 9±2. 5* 454. 8±27. 2* 4. 6±1. 9 68. 3±15. 8

対照区 84. 1±0. 9* 32. 3±1. 4 429. 7±26. 2 4. 3±0. 5 58. 8±21. 4
給与後１ ４ 日目

ＤＤＧＳ 区 86. 6±13. 6 33. 9±1. 0* 431. 4±10. 8* 5. 2±1. 1 61. 2±3. 6

対照区 85. 3±1. 8* 33. 5±3. 3 450. 4±34. 9* 5. 3±1. 0 51. 1±11. 8

*:給与前との差　#：区間差,p<0.05  

同様に血漿中の還元性成分であるＳＨ基濃度も試験飼料給与中にＤＤＧＳ区で給与前と

比較して高く推移した。ビタミンＣ濃度においては期間中および両区において顕著な変動

は認められなかった。過酸化脂質の指標として測定したＴＢＡＲＳ濃度は試験期間中一定

傾向を示す変動は見られなかった。 

血漿タンパク質濃度、アルブミン濃度、ＳＨ基濃度はいずれも正常範囲を逸脱する値で

はなかったが、ＤＤＧＳ区で高く推移した。このことは、泌乳牛の栄養状態や酸化ストレ

ス状態と何らかの関係があるかもしれない。今後、試験において夏季高温環境に伴う低栄

養や過度の酸化ストレス状態を設定することができれば、ＤＤＧＳ給与の効果が明らかに

なるかもしれない。 

 

４． 泌乳量と乳成分 

泌乳量は期間中両区で顕著な変化は見られなかった（表１０）。しかし、その平均値は

試験飼料給与期間においてＤＤＧＳ区では給与前よりも高く推移したが、対照区では給与

前と同様か低い値で推移した。乳脂率は両区で顕著な変化は認められなかった。しかし、

乳タンパク質率は、ＤＤＧＳ給与期間中対照区と比較して有意に低くなり、乳糖率は逆に

高かった。今回の試験では、体細胞数については変動幅と個体差が大きく一定の傾向や有

意差は認められなかった。ＭＵＮの変動については、ＢＵＮと同様の傾向を示したが、Ｂ



ＵＮよりも個体差が小さかった。試験飼料給与によりＤＤＧＳ区で給与前よりも有意に減

少し、給与後１４日目においても低かった。しかし、対照区との間には差が認められなか

った。 

       表１０．泌乳成績に及ぼすＤＤＧＳ給与の影響（１） 

泌乳量 乳脂肪 乳タンパク 質 乳糖 体細胞数 ＭＵＮ

( kg/day) ( %) ( %) ( %) ( 104/ml ) ( mg/L)
給与前

ＤＤＧＳ 区 35. 4±7. 7 3. 2±0. 3 2. 7±0. 0 4. 6±0. 1 11. 5±16. 1 14. 2±1. 3

対照区 33. 3±4. 7 3. 5±0. 7 2. 9±0. 1# 4. 6±0. 1 8. 5±4. 6 13. 1±0. 7

給与１ ７ 日目
ＤＤＧＳ 区 39. 2±7. 6 3. 3±0. 2 2. 8±0. 1 4. 7±0. 1 15. 9±20. 9 12. 2±0. 6*

対照区 33. 2±4. 5 3. 6±0. 6 3. 1±0. 2# 4. 5±0. 1# 17. 8±12. 2 13. 1±1. 3

給与３ １ 日目
ＤＤＧＳ 区 37. 8±6. 3 3. 5±0. 3 2. 8±0. 1 4. 7±0. 1 16. 2±18. 5 11. 8±0. 8*

対照区 31. 5±4. 5 3. 8±0. 6 3. 2±0. 2# 4. 5±0. 1# 13. 4±7. 1 12. 4±1. 0
給与後１ ４ 日目

ＤＤＧＳ 区 36. 5±6. 0 3. 3±0. 4 3. 0±0. 0* 4. 7±0. 1 18. 5±25. 5 9. 2±0. 9*

対照区 31. 6±3. 7 3. 2±0. 2 3. 0±0. 1 4. 5±0. 1# 9. 5±8. 3 10. 3±0. 8*

乳量は、前５日間の平均値と標準偏差 *:給与前との差　#：区間差,p<0.05  

 

   表１１．泌乳成績に及ぼすＤＤＧＳ給与の影響（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳脂肪 乳タンパク 質 乳糖

( kg/day) ( kg/day) ( kg/day)

給与前
ＤＤＧＳ 区 1. 20±0. 24 1. 03±0. 26 1. 73±0. 45

対照区 1. 21±0. 12 1. 03±0. 18 1. 60±0. 28

給与１ ７ 日目
ＤＤＧＳ 区 1. 35±0. 25 1. 12±0. 19 1. 90±0. 38

対照区 1. 19±0. 12 1. 02±0. 15 1. 51±0. 30

給与３ １ 日目
ＤＤＧＳ 区 1. 35±0. 34 1. 10±0. 18 1. 80±0. 34

対照区 1. 15±0. 11 0. 97±0. 11 1. 37±0. 21#
給与後１ ４ 日目

ＤＤＧＳ 区 1. 22±0. 17 1. 13±0. 27 1. 75±0. 45

対照区 1. 22±0. 08 1. 08±0. 05 1. 51±0. 23

*:給与前との差　#：区間差,p<0.05



 

また、各乳成分の分泌量について表１１に示した。乳脂肪及び乳タンパク質分泌量につ

いては、ＤＤＧＳ給与による影響は観察されなかったが、乳糖分泌量は給与開始３１日目

で対照区と比較して有意に高い数値となった。ＤＤＧＳは脂肪含量が乾物で 10%以上と高

く、脂肪酸組成では特に多価不飽和脂肪酸（１８：２、リノール酸）を多く含む。 この

ようの脂肪の多給は、ルーメン微生物の活動を抑制すると考えられ、ルーメンでのタンパ

ク質分解能の低下や微生物タンパク質の減少が起こるとされている。ＤＤＧＳ区ではＴＭ

Ｒ飼料の乾物あたりの推定粗脂肪含量は 4.6％になり、乳タンパク質率の低下やＭＵＮの

減少は、ＤＤＧＳ区の高脂肪含量によるルーメン微生物への影響によるものかもしれない。

また、乳糖率及びその分泌量の低下についての原因は明らかでない。 

 

５． 乳脂肪の脂肪酸組成 

 ＤＤＧＳに含まれる脂肪酸の組成は、表１２の通りでほぼコーン油の脂肪酸組成（日本

食品分析表）に近かった。この脂肪酸の多量摂取が生乳の脂肪酸組成に及ぼす影響につい

て、表１２に示した。これは試験飼料を３０日間給与したときの成績である。対照区に比

較して、Ｃ１７以下の脂肪酸割合が減少し、Ｃ１８以上の脂肪酸の割合が増加する傾向に

あった。とくに、パルミチン酸割合の減少とオレイン酸割合の増加が特徴的であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表１２．生乳の脂肪酸組成（％）に及ぼすＤＤＧＳ給与の影響 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各３頭 

 

Ⅳ まとめ 

 

アメリカ産ＤＤＧＳを乾物あたり２０％含む泌乳牛用ＴＭＲ（ＴＤＮ＝72.2-72.3%、Ｃ

Ｐ＝14.4-14.5%）を夏季高温期間に約１月間給与した場合、 

１． 乾物摂取量および体重、直腸温度において、給与前および対照区との間に有意な

差は認められなかった。 

２． 対照区との間に直腸温度に関して統計的有意差を認めなかった。 

３． 血球成分において給与前後の両区において顕著な差は認められなかった。 

４． 測定した血漿成分について、ＤＤＧＳ区と対照区の間に有意差が認められるもの

も散見されたが、全体を通して一定の傾向で変動している項目は確認されなかった。 

５． 泌乳量には対照区と比較して顕著な差が認められなかったが、乳タンパク質が有

意に低下し、乳糖率が有意に増加した。また、各成分の生産量については乳糖におい

ＤＤＧＳ
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

酪酸   4:0 4.37 0.72 3.67 0.55 －
カプロン酸   6:0 2.57 0.40 2.43 0.51 －
カプリル酸   8:0 1.37 0.15 1.40 0.30 －
カプリン酸   10:0 2.73 0.29 3.03 0.55 －

  10:1 0.33 0.06 0.40 0.10 －
ラウリン酸   12:0 2.93 0.12 3.57 0.71 －

ミリスチン酸   14:0 10.50 0.40 11.43 0.74 －
  14:1 0.90 0.35 1.27 0.06 －

anteiso-15:0 0.47 0.06 0.50 0.00 －
  15:0 0.87 0.06 1.30 0.61 －

iso-16:0 0.20 0.00 0.25 0.07 －
パルミチン酸  16:0 24.90 1.39 30.80 4.79 14.8

パルミトレイン酸  16:1 1.03 0.15 1.33 0.23 0.1
anteiso-17:0 0.40 0.00 0.40 0.00 －

　17:0　 0.53 0.06 0.70 0.17 －
 17:1 0.17 0.06 0.27 0.12 －

ステアリン酸   18:0 10.93 1.39 8.80 0.82 2.1
オレイン酸   18:1 25.67 1.70 21.20 5.26 27.3
リノール酸 18:2(n-6) 3.50 0.53 2.63 1.12 53
リノレン酸 18:3(n-3) 0.27 0.06 0.27 0.06 1.5

アラキジン酸   20:0 0.17 0.06 0.10 0.00 0.4
  20:1 0.23 0.06 0.20 0.00 0.3

ＤＤＧＳ区 対照区



て有意な増加が観察された。 

６． 生乳中の脂肪酸組成は、対照区との間に有意な差は認められなかったが、パルミ

チン酸が低下しリノール酸が増加する傾向を示し、ＤＤＧＳの脂肪酸組成の影響を受

けていることが示唆された。 

７． よって、乾物あたり 20%、つまり濃厚飼料の半分近くＤＤＧＳを給与しても、前述

のとおり 泌乳量および、乳成分の生産量に及ぼす負の影響は少なく、泌乳牛の健康

面にも問題はなかった。従って、アメリカ産ＤＤＧＳ（ダコタゴールド）は、価格的

に有利であれば乾物あたり20%（濃厚飼料中 40%以上）までの高レベルでの給与が可

能な飼料原料であると考えられた。 
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